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•ビニング (binning)とは

• ビンとは

ある1つの特徴量xを複数の

特徴量に分割する際の単位

つまりビニングとは

⇒ある1つの特徴量xを複数に
分割すること

離散化(discretization)とも言う

bin（ビン）に -ing（すること）

特徴量x

特徴量x

ビン
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• 4章はデータ表現について
⇒最良のデータ表現

⇒利用する機械学習モデルによる

実際に機械学習モデルによって最良のデータ表現が

異なることを主なアルゴリズムで確認する。

• 線形モデル

• 決定木ベースのモデル
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• データセット：waveデータセット（1次元＝特徴量１）

線形に等間隔の数列を生成する



4.2ビニング、離散化、線形モデル、決定木

• データセット：waveデータセット（1次元＝特徴量１）

線形モデル ：特徴量１なので直線（柔軟性なし

決定木ベース：複雑なモデルが構築される
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• ビニングを用いる

もとの特徴量の入力レンジ[-3 ～ +3]

ビンの数 [10]

ビンの境界[-3, -2.4, -1.8, -1.2, -0.6, 0. , 0.6, 1.2, 1.8, 2.4, 3. ]

例えばwaveデータセットの

データポイント -0.753 であれば 4のビン

データポイント 2.704 であれば 10のビン

に入ることになる。

この離散値への置き換えを本書では

ワンホットエンコーディングで行っている。
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• ビニングを用いる



4.2ビニング、離散化、線形モデル、決定木
• ビニングを用いる



4.2ビニング、離散化、線形モデル、決定木
• データセット：waveデータセット（1次元＝特徴量１）

線形モデル ：元の直線よりは柔軟性がある

決定木ベース：モデルがかなり簡略化された

⇒今回の内容では、ビンごとの特徴量が一定になるので

どちらのモデルも同じ予測値を出し、重なってしまう。
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• データセット：waveデータセット（1次元＝特徴量１）

まとめ

• ビニングは線形モデルについては有用。

• どうしても線形モデルを用いて柔軟性が欲しい場合に。

• 最良のデータ表現はモデルに依存する。


